
　

田
中
由
紀
子

ハ
ム
ケ
・
共
に

10

朝
鮮
学
校
生
を
笑
顔
に
す
る
社
会
を 

─
─  「
ハ
ム
ケ
・
共
に
」
八
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
て

鈴
木
圭
子

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回

争
議
団

13

す
べ
て
の
労
働
者
と
団
結
し
、
勝
利
ま
で
粘
り
強
く
戦
う
！ 

─
─ 

不
当
労
働
行
為
・
不

当
解
雇
は
許
さ
な
い

社
会
評
論
　
第
191
号

表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子　

イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   

176

●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

�

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

︿
連
載
﹀

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀�

広
浜
綾
子   

11

革
命
の
芸
術
の
誕
生
（
下
）　
表
紙
に
つ
い
て　

シ
ュ
プ
レ
マ
テ
ィ
ズ
ム
か
ら　

構
成
主
義
へ
、ス
テ
パ
ノ
ー
ワ
と
ロ
ト
チ
ェ
ン
コ

金
山
明
子
93

画
家

︿
原
発
事
故
被
災
者
の
声 

⑱
﹀	

國
分
富
夫	

151

あ
る
が
ま
ま
に
人
々
と
交
流
し
よ
う

こ
ど
も
教
育
宝
仙
大
学
教
授

3

佐
野
通
夫

区
議
選
を
振
り
返
り
、今
後
の
活
動
に
向
け
て

葛
飾
区
区
議
会
議
員

5

み
ず
ま
雪
絵

こ
れ
こ
そ
国
難
─
─
国
を
覆
う「
忖
度
」を
超
え「
自
粛
」

障
害
児
を
普
通
学
校
へ

全
国
連
絡
会
世
話
人

7

北
村
小
夜

2

精
神
の
探
求

哲
学
者
・
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究

長
谷
川　

宏

沖
江
和
博
100

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
＝
人
民
権
力
が
革
命
の
推
進
力

 

米
国
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
政
権
打
倒
策
動
を
続
け
る

国
際
政
治
研
究

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀
　	

追
川
恵
子 	

176

︿
労
働
者
通
信 

 

労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

林
　

理
子
19

千
葉
県
在
住

自
治
体
の
防
災
組
織
つ
く
り 
─
─ 
防
災
訓
練
は

何
を
狙
う
か

小
川
　

正

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

15

寿
町
は
い
ま 

─
─ 

障
が
い
者
の
人
権
問
題
、        

高
齢
者
の
介
護
問
題
に
直
面
し
て

︿
波
来
土
の
漫
画
館
﹀	

波
来
土	

129

︿
東
日
本
大
震
災
・
壊
滅

地
区
復
興
委
員
だ
よ
り 

⑱
﹀	

金
野
正
晴	

9

︿
放
射
能
汚
染
と
向
か
い

合
う
た
め
の
基
礎
知
識 

⑭
﹀	

今
中
哲
二	

112

民
主
主
義
の
た
め
に
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
処
罰
す
る

前
田　

朗
152

東
京
造
形

大
学
教
授

︿
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
た
め
に 

⑨
﹀

核
兵
器
な
き
世
界
を
つ
く
る
た
め
に

永
田
バ
ン
ザ
イ
山

130

笑

い

茸

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀

人
面
花

歌
人

47

加
部
洋
祐

︿
短
歌
﹀

松
岡
慶
一

編
集
者

173

︿
発
言
台
﹀
　

︿
読
書
ノ
ー
ト
﹀

168

坂
本
雅
子 

著

社
会
主
義

理
論
研
究

阪
上
み
つ
子

『
空
洞
化
と
属
国
化
─
─
日
本
経
済　
　
　
　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
顛
末
』

チ
ョ
・
セ
ヒ
著

斉
藤
真
理
子
翻
訳『
こ
び
と
が
打
ち
上
げ
た
小
さ
な
ボ
ー
ル
』

166

学
習
塾

ア
ル
バ
イ
ト

吉
田
晶
子

164

『
変
革
者
ブ
レ
ヒ
ト
─
─
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

の
演
劇
を
求
め
て
』

文
化
活
動
家

内
藤　

猛 

著

岡
野
奈
保
美

162

『
歴
史
の
総
合
者
と
し
て
─
─
大
西
巨
人　
　
　

未
刊
行
批
評
集
成
』

二
松
学
舎
大
学

大
学
院
生

大
西
巨
人 

著

杉
山
雄
大

︿
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
﹀　

●
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
に
よ
る
第
一
九
回
共
産
党
労
働
者
党
国
際
会
議
の
概
要
報
告
／
●
ロ
シ
ア
で
十
月
革
命
の
一
〇
〇

周
年
を
記
念　

Ｍ
‐
Ａ
‐
バ
ビ（
イ
ン
ド
共
産
党（
マ
ル
ク
ス
主
義
）政
治
局
員
兼
国
際
部
長
）
／
●
モ
ス
ク
ワ
で
十
月
革
命

一
〇
〇
周
年
を
記
念　

シ
タ
ラ
ム
‐
イ
ェ
チ
ュ
リ
ー
（
イ
ン
ド
共
産
党（
マ
ル
ク
ス
主
義
）書
記
長
）
／
●
第
一
九
回
共
産
党

労
働
者
党
国
際
会
議
の
ア
ピ
ー
ル
／
●
朝
鮮
労
働
党
と
朝
鮮
人
民
の
正
義
の
偉
業
に
対
す
る
連
帯
声
明
／
●
第
一
九
回
共
産

党
労
働
者
党
国
際
会
議
の
参
加
党
一
覧
●
わ
れ
わ
れ
は
、赤
い
十
月
の
道
を
進
む
─
─
社
会
主
義
を
め
ざ
す
闘
い
を
強
化
す
る

113

︿
映
画
再
見
﹀
『
噂
の
二
人
』（ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
イ
ラ
ー
監
督
）�

加
藤
栄
貴
21

︿
続
・
拉
致
問
題
で
歪
む
日
本
の
民
主
主
義 

�
﹀

髙
嶋
伸
欣
106

ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
氏
の
死
が
教
え
て
く
れ
て
い
る

安
倍
政
権
路
線
の
破
綻

琉
球
大
学

名
誉
教
授

青
沼
俊
文
132

元
教
員

「
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
２
０
１
７
」
に
参
加
し
て

『
航
跡（
ス
ー
ビ
ッ
ク
海
軍
基
地
）』─「
現
代
世
界
」に
肉
薄
す
る
映
像

︿
随　

想
﹀

第
一
九
回
共
産
党
労
働
者
党
国
際
会
議
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

『
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
わ
か
る　

自
衛
隊
明
文
改
憲
の
論
点
』
／
『
大
阪
で
歴
史
的
勝
訴　

高
校
無
償
化
裁
判 

た
た
か
い
の
記
録vol.2

』
／
山
城
博
治
さ
ん
、
稲
葉
博
さ
ん
、
添
田

充
啓
さ
ん　

裁
判
闘
争
中
間
報
告
Ⅰ
・
Ⅱ　

政
治
弾
圧
裁
判
の
本
質
を
問
う

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ

170 4878

〈
朗
読
と
歌
に
よ
る
構
成『
母
』に
参
加
し
て
〉鉱
山
労
働
者
だ
っ
た
父
が
求
め
た
社
会
福
祉
─
─ 

ウ

ラ
ー
ソ
ワ
を
演
じ
て
感
じ
た
こ
と　

友
田
幸
枝（
元
製
パ
ン
労
働
者
）
／
未み

成せ
い

の
瞬
間
─
─
あ
る
日
の

稽
古
風
景　

伊
藤
龍
哉（
Ｈ
О
Ｗ
Ｓ
受
講
生
）
／
逆
流
の
時
代
に
ブ
レ
ヒ
ト
を
読
み
・
歌
う
─
─ 

「
朗

読
と
歌
に
よ
る
構
成『
母
』」に
参
加
し
て　

首
藤
滋（
労
働
者
文
学
会
）　

◉
朗
読
と
歌
に
よ
る
構
成

『
母（
お
ふ
く
ろ
）

』

革
命
家
ペ
ラ
ー
ゲ
ア・

ウ
ラ
ー
ソ
ワ
の
生
涯

ベ
ル
ト
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト

の
戯
曲『
母
』よ
り

渥
美　

博
22

報
告
・
編
集
者

未
来
へ
向
け
て

 

労
働
者
通
信
運
動
を
お
こ
そ
う

２
０
１
７
年
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
と
討
論

84

東
京
で
、
ロ
シ
ア
十
月
社
会
主
義
革
命
一
〇
〇
周
年
記
念
集
会
ひ
ら
か
れ
る
！

本
誌
編
集
部

キ
ュ
ー
バ

キ
ュ
ー
バ
大
使　

カ
ル
ロ
ス
・
Ｍ
・
ペ
レ
イ
ラ

86

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
中
央
本
部　

国
際
・
統
一
局

87

ギ
リ
シ
ャ

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党　

中
央
委
員
会
国
際
関
係
局

88

フ
ィ
リ
ピ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
産
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｐ
‐
１
９
３
０
）
書
記
長　

ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ
リ
ス

89

大
韓
民
国

労
働
社
会
科
学
研
所　

運
営
委
員
会

91

ロ
シ
ア
十
月
社
会
主
義
革
命
一
〇
〇
周
年
記
念
集
会
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

〈特集　　労働者階級の思想を獲得する道〉

革
命
記
念
集
会

実
行
委
員
会

台
本
構
成


